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研究概要 

 これまでの研究では、住宅と居住者の相互交渉的関係の人類学的解明を目指してきたが、

2010 年度は、移動するマレーシア華人女性にとって家の維持と子どもの養育がいかにして

行われているのかという点を明らかにするために、次世代ユニット研究「都市と故郷の往

還的移動による家の維持：マレーシア華人社会における女性の労働と子どもの養育をめぐる人

類学的研究」に携わり 2 度の現地調査を実施した。その結果、以下の点が明らかとなった。

１． 母親の賃金労働への従事は、子どもの養育に優先する場合が多い 

２． 都市への移住が多い地域では、女性の婚出後も母方親族との密接な紐帯が維持される

３． 子どもの養育はリタイアした祖父母が担う事例が多いが、祖父母が養育に関われない

場合に外部（ナーシングマザー・ナーサリー）サービスを受ける事例が多かった。 

 なお本研究の成果の一部は、12 月に実施された第三回次世代グローバルワークショップ

において発表した（以下の業績リスト 2）。 

また、7 月 25 日～9 月 26 日の 2 か月間、「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム（京

都エラスムス計画）」中国社会研究短期集中プログラムに参加し、南京大学海外教育学院に

おいて語学研修に参加しながら研究課題「中国都市部における婚姻と新規住宅取得に関す

る人類学的研究：南京市周辺を事例として」を実施した。 

本研究では南京市周辺地域における漢族の婚姻と住宅取得の事例から、漢民族社会にお

ける住宅と家族がどのような関係にあるのか、特に社会的関係あるいはプロセスとしての

住宅という側面に着目することにより、従来の贈与交換論とは異なる視点から中国都市部

における婚姻を契機にやり取りされる住宅という交換財と人びとの関係について検証する

ことを目的とした。本研究の成果の一部は、報告論文（業績リスト 1）としてまとめた。 
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